
R6/2/7 ⽔
14:00~17:00
（�場受付 13:30〜）

s p e r a k e r s

宇都宮市�&�イグニッション・ポイント㈱

福⽥ 宏明・平塚 優⼦

㈱三友製作所

加藤⽊ 克也

NPO法⼈ドローンアカデミー

鈴⽊ 康之・鴨志⽥ 慎悟 保⽥ 諭

（国研）⽇本原⼦⼒研究開発機構 
先端基礎研究センター

T O K A I M U R A × I N N O V A T I O N

テクノロジー等のトレンドや地域産業が発展し続けていくための⾏政の役割を共有し、

つくりたい未来を実現するために何ができるか、⼀緒に考えましょう。

開催形式：ハイブリッド（直接対⾯・オンライン）

主  催：東海村産業政策課

（公財）⽇⽴地区産業⽀援センター

安藤 敏之

   新産業創出セミナー東海村

参加費無料・要申込

詳 し く は 裏 ⾯ へ ➡



講演：地域の産業振興における⾏政の役割について
� 少⼦・⾼齢化による地⽅経済を取り巻く環境の悪化から、市町村の役割として、地域の内発的発展を
⽬指し個性豊かな地域産業の創出を図るべく、独⾃の産業振興政策を進めていくことが重要となってき
ています。
 宇都宮市では、市内外のスタートアップに対してメンタリングの実施や実証実験の⽀援、中⼩企業と
スタートアップによるオープンイノベーションプロジェクトの⽴ち上げ〜推進を伴⾛⽀援する等先進的
な取り組みを⾏っています。東海村が今後⽬指す姿の⼀例として、ご紹介いたします。
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・開催形式：ハイブリッド（直接対⾯・オンライン：Zoom使⽤）
・参加費：無料
・申込⽅法：メールアドレス（sangyou@vill.tokai.ibaraki.jp）宛に
  下記事項を記⼊・送信のうえ、お申込みください。
 （１）会社名または団体名、（２）所在地、（３）業種、（４）所属部署、
 （５）役職、（６）⽒名、（７）電話番号、（８）メールアドレス、（９）参加⽅法
（現地・オンラインのいずれか）
・申込期限：令和６年１⽉３１⽇（⽔）
・会場：東海村産業・情報プラザ１F多⽬的ホール
�  所在地：東海村⾈⽯川駅東三丁⽬1番1号
・留意事項：
 会場に⾞でお越しになる場合は、イオン東海店屋上駐⾞場（海沿い⼊⼝側）に駐
 ⾞願います。
 オンライン参加の場合は、開催⽇が近くなりましたら、登録されたメール
 アドレスにZoom招待メールをお送りいたします。
・セミナー運営元：
 東海村産業政策課【開庁時間】平⽇8:30~17:15（⼟⽇祝⽇を除く）
 所在地：東海村東海三丁⽬７番１号、TEL：029-282-1711 （ 会 場 案 内 図 ）
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（セミナー概要：村HP）

宇都宮市�&�イグニッション・ポイント㈱

福⽥ 宏明・平塚 優⼦

㈱三友製作所

加藤⽊ 克也

講演：常にチャレンジャーでありたい！ 事業再構築を続けて30年
� 1993年から定期的に中期経営計画を作成して、事業再構築の為に遮⼆無⼆に⾊々取組んできました。
経済産業省の各種⽀援事業を活⽤して新製品、新技術開発を⾏い、現在、医療⽤分析装置関連製品と電
⼦顕微鏡⽤附属品の製造、そして半導体故障解析⽤ツールの設計・開発・製造を⾏っています。また、
次世代にバトンを渡すべく、経済産業省が企画した伴⾛型⽀援事業を利⽤して、次世代経営幹部に事業
所経営を意識してもらう為の新たな取組みに挑んでいます。弊社のこれまでの取組みについてご紹介い
たします。

（公財）⽇⽴地区産業⽀援センター

安藤 敏之

講演：「いばらき県北地域ものづくりＤＸコミュニティ構築事業」のご紹介
� �⽇⽴地区産業⽀援センターでは、平成30年より、地域の中⼩企業、特にものづくり企業のIoT導⼊・
DXに対して⽀援を⾏ってまいりました。
 本年度は、国の採択（業種特化型ＤＸ促進事業）を受け、「いばらき県北地域ものづくりＤＸコミュ
ニティ構築事業」として活動しております。
 本発表では、その事業の内容について、⽀援事例も交えてご紹介いたします。

NPO法⼈ドローンアカデミー

鈴⽊ 康之・鴨志⽥ 慎悟

講演：ドローンビジネスが切り開く未来
� �NPO法⼈ドローンアカデミーの活動内容とその実施例（⼤⼦町のりんご園でのスマート農業など）
について、ご紹介いたします。
 また、マイクロドローンによる狭所調査・点検の実演（デモ）を⾏います。

保⽥ 諭

（国研）⽇本原⼦⼒研究開発機構 
先端基礎研究センター

講演：⽔素社会に向けたJAEAの挑戦−⽔素、そして重⽔素が創る新しい未来−
� �我が国は2050年までにカーボンニュートラルの実現を⽬指しています。⽔素は、産業・運輸・発電の
分野での利⽤が期待されています。また、⽔素にはわずかですが「重⽔素」が含まれており半導体や医薬
品開発に必要不可⽋で国産化が急がれています。⽔素社会に向けたJAEAの挑戦をご紹介いたします。


